
世
界
は

い
ま
─
─

３
・11
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
、
経
済
性
、
環
境
保
全
、

そ
し
て
原
子
力
の
安
全
性
確
保
。
い
く
つ
も
の
命
題
を
抱
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

模
索
し
て
い
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
日
本
だ
け
で
は
な
い
。

３
・
11
か
ら
一
年
─
─
「
フ
ク
シ
マ
の
衝
撃
」
を
経
た
世
界
各
国
は
、

自
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
将
来
像
を
描
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

各
国
関
係
者
や
専
門
家
を
訪
ね
、
話
を
聴
い
た
。

34
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原
子
力
維
持
・
撤
退
に
二
分
す
る
世
界

　
「
東
日
本
大
震
災
前
ま
で
、世
界
は
『
原
子
力
ル
ネ
サ
ン
ス
』
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
原
子
力
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３
・
11

を
機
に
状
況
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
一
部
の
メ
デ
ィ
ア

が
喧
伝
す
る
よ
う
に
、
世
界
中
が
脱
原
子
力
に
向
か
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　

そ
う
口
火
を
切
っ
た
の
は
、
諸
外
国
の
電
力
事
情
に
詳
し
い
海
外

電
力
調
査
会
企
画
部
副
部
長
の
東
海
邦
博
さ
ん
。
世
界
は
今
、
今
後

も
原
子
力
の
維
持
・
拡
大
を
め
ざ
す
国
と
、
縮
小
・
撤
退
に
向
か
う

国
の
二
手
に
分
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

典
型
的
な
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
。
Ｅ
Ｕ
に
ス
イ
ス
を
加
え
た
二
十

八
カ
国
の
う
ち
、
運
転
中
の
原
子
力
発
電
所
を
持
つ
国
は
二
〇
一
一

年
一
月
時
点
で
十
五
カ
国
。
こ
の
う
ち
、
原
子
力
発
電
の
設
備
容
量

で
世
界
第
二
位
の
原
子
力
大
国
フ
ラ
ン
ス
、
第
九
位
の
イ
ギ
リ
ス
な

ど
は
、
３
・
11
後
、
い
ち
早
く
原
子
力
堅
持
を
表
明
し
た
。

　

一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
フ
ラ
ン
ス
に
次
ぐ
原
子
力
大
国
だ
っ
た
ド

イ
ツ
は
、
二
〇
二
二
年
ま
で
に
自
国
の
原
子
力
発
電
所
を
全
廃
す
る

方
針
を
決
定
。
二
十
数
年
ぶ
り
の
原
子
力
再
開
を
め
ざ
し
て
い
た
イ

タ
リ
ア
も
、
国
民
投
票
で
否
決
さ
れ
、
新
規
建
設
を
断
念
し
た
。
さ

ら
に
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
で
も
、
段
階
的
に
縮
小
・
廃
止
し
て
い
く

方
針
を
決
め
た
。

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
一
九
八
六
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
影
響

が
大
き
か
っ
た
か
ら
、
も
と
も
と
原
子
力
に
対
し
て
神
経
質
。
加
え

て
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
旧
ソ
連
が
建
設
し
た
安
全
性
の
低
い
炉

だ
っ
た
か
ら
事
故
が
起
き
た
と
い
わ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
今
回
は

彼
ら
自
身
が
使
っ
て
い
る
の
と
同
様
の
炉
で
事
故
が
起
き
た
。
し
か

も
あ
の
ハ
イ
テ
ク
・
ニ
ッ
ポ
ン
で
！　

こ
れ
は
大
変
な
こ
と
だ
と
。な

か
で
も
ド
イ
ツ
は
日
本
と
同
じ
技
術
立
国
だ
け
に
、
非
常
に
深
刻
に

受
け
止
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

今
回
、
脱
原
子
力
に
動
い
た
国
々
は
、
ほ
と
ん
ど
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
事
故
後
に
脱
原
子
力
を
決
め
た
国
。
そ
れ
が
地
球
温
暖
化
問
題

の
深
刻
化
を
受
け
、
Ｃ
Ｏ
２

を
出
さ
な
い
原
子
力
を
見
直
そ
う
と
し
て

い
た
矢
先
に
フ
ク
シ
マ
事
故
が
起
き
、
い
わ
ば
元
に
戻
っ
た
状
態
だ

と
い
う
。

　

し
か
し
、「
世
界
を
見
れ
ば
ア
メ
リ
カ
は
じ
め
中
国
・
イ
ン
ド
な
ど

新
興
国
で
も
、
引
き
続
き
原
子
力
を
推
進
す
る
国
は
多
い
。
と
り
わ

け
ア
メ
リ
カ
は
、
あ
く
ま
で
も
市
場
で
原
子
力
が
ど
れ
だ
け
経
済
性

を
持
て
る
か
を
判
断
基
準
に
し
て
い
る
た
め
、
３
・
11
後
も
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
比
べ
れ
ば
極
め
て
冷
静
に
動
い
て
い
る
」
と
、
同
じ
海
外

電
力
調
査
会
の
上
席
研
究
員･

木
村
悦
康
さ
ん
は
見
る
。

Ｅ
Ｕ
で
進
む
20
─
20
─
20
戦
略

　

と
は
い
え
脱
原
子
力
の
動
き
が
あ
る
な
か
で
、
太
陽
光
や
風
力
な

ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
人
気
は
一
貫
し
て
続
い
て
い
る
。
特
に

積
極
的
な
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
。

　

二
〇
〇
九
年
、
Ｅ
Ｕ
は
新
た
な
気
候
変
動
対
策
と
し
て
、
二
〇
二

〇
年
ま
で
に
Ｅ
Ｕ
ト
ー
タ
ル
で
、
①
温
室
効
果
ガ
ス
を
一
九
九
〇
年

比
二
〇
％
削
減
、
②
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
割
合
を
二
〇
％
ま
で
引
き
上
げ
、
③
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
二

〇
％
向
上
、
と
い
う
三
つ
の
政
策
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　
「
こ
の
〝
20
─
20
─
20
戦
略
〟
の
う
ち
、
③
は
努
力
目
標
で
す
が
、

①
と
②
は
Ｅ
Ｕ
指
令
に
よ
る
強
制
目
標
。
そ
の
た
め
多
く
の
国
が
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
な
ど
目
標

ぎ
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、

価
格
設
定
の
見
直
し
が
始
ま
っ

て
い
る
。
け
れ
ど
も
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大

に
効
果
的
な
の
は
事
実
。
特
に

ド
イ
ツ
で
は
太
陽
光
発
電
の
導

入
が
飛
躍
的
に
進
み
、
二
〇
〇

五
年
、
日
本
を
抜
い
て
導
入
量
世
界
一
に
な
り
ま
し
た
」

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
情

　

Ｅ
Ｕ
指
令
に
よ
り
一
斉
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
進
め
る

欧
州
各
国
。
東
海
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
原
子
力
に
つ
い
て
は
反
対
の
国

も
あ
る
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
ど
の
国
も
賛
成
す
る
。
だ

か
ら
強
制
目
標
を
設
定
し
て
開
発
を
進
め
ら
れ
る
。
但
し
、
誤
解
し

て
は
い
け
な
い
の
が
、
再
エ
ネ
大
国
と
見
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
も
ス

ペ
イ
ン
も
、最
も
多
い
の
は
化
石
燃
料
だ
と
い
う
事
実
で
す
」。
脱
原

子
力
や
新
設
凍
結
を
選
択
す
る
限
り
、Ｃ
Ｏ
２

削
減
と
い
う
強
制
目
標

を
達
成
す
る
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
力
を
入
れ
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

た
だ
、
少
し
状
況
が
異
な
る
の
は
ス
イ
ス
だ
。
ス
イ
ス
は
五
基
の

原
子
力
発
電
所
で
三
八
％
の
電
力
を
賄
っ
て
い
る
が
、
３
・
11
後
、
政

府
は
二
〇
三
四
年
ま
で
に
段
階
的
な
閉
鎖
を
決
め
た
。
し
か
し
風
力

や
太
陽
光
は
観
光
資
源
を
破
壊
す
る
怖
れ
が
あ
り
、
進
め
る
な
ら
バ

イ
オ
燃
料
だ
が
、
需
要
を
満
た
す
に
は
結
局
、
ガ
ス
火
力
が
不
可
欠
。

こ
れ
は
原
子
力
を
火
力
で
置
き
換
え
る
こ
と
に
な
り
、Ｃ
Ｏ
２

問
題
は

残
る
。

　

先
頃
、ス
イ
ス
に
行
っ
て
き
た
東
海
さ
ん
に
よ
れ
ば
、一
九
六
九
年

達
成
に
向
け
た
施
策
を
一
斉
に
導
入
。
い
わ
ば
Ｅ
Ｕ
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
拡
大
に
〝
巻
き
が
入
っ
て
い
る
〟
状
態
で
す
」
と
東
海
さ

ん
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
一
九
九
〇
年
に
ド
イ
ツ
で
始
ま
り
、
今
で
は
世
界
四
十

カ
国
余
り
が
導
入
し
て
い
る
。
日
本
で
も
今
年
七
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
が
、
Ｅ
Ｕ
で
は
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
、
既

に
二
十
カ
国
が
導
入
済
み
だ
。

　
「
こ
の
う
ち
ス
ペ
イ
ン
で
は
買
取
価
格
が
高
過
ぎ
、そ
れ
を
電
気
料

金
に
転
嫁
で
き
な
い
し
く
み
に
な
っ
て
い
た
の
で
電
力
会
社
の
経
営

が
悪
化
し
た
り
、ド
イ
ツ
で
は
電
気
料
金
が
高
騰
す
る
な
ど
、行
き
過

石炭 
26%

石油 3%

ガス 
23%

原子力 
28%

水力 
11%

太陽光/風力
5%

その他 4%

3,081ＴWｈ
（2009年）

海外の電気事業に関する調査研究などを行う海外電力調査会の
上席研究員 木村悦康さん（左）、企画部副部長 東海邦博さん

・1TWh=10億kWh
・EU加盟国のうちOECD加盟21カ国の合算値
 出所：IEA, Energy Balances of OECD Countries 2011

単位：GWh（1GWh=100万kWh）
⇄ 電力の輸出入
出所：各国の総電力量は海外電力調査会「海外電気事業統計2011」、
　　　電力輸出入は ENTSO-E Statistical Yearbook 2010
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が
脱
原
子
力
で
合
意
し
、
二
〇
〇
二
年
に
原
子
力
法
を
改
正
。
今
後

原
子
力
発
電
所
の
新
設
は
せ
ず
、
段
階
的
に
撤
退
し
て
い
く
と
決
定

し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
〇
年
に
政
府
は
原
子
力
発
電
所
の
稼
動
期

間
を
延
長
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
が
、
そ
の
際
も
原
子
力
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
普
及
す
る
ま
で
の
「
つ
な
ぎ
の
技
術
」
と
い
う

位
置
づ
け
は
変
え
な
か
っ
た
。

　
「
つ
ま
り
脱
原
子
力
は
、ド
イ
ツ
に
と
っ
て
方
針
転
換
で
な
く
既
定

路
線
。
た
だ
フ
ク
シ
マ
事
故
の
影
響
で
ス
ピ
ー
ド
が
速
ま
っ
た
の
は

事
実
で
す
」
と
。

　

実
際
、
３
・
11
後
の
ド
イ
ツ
の
動
き
は
素
早
く
、
事
故
か
ら
三
日

後
の
三
月
十
五
日
に
は
、
国
内
に
あ
る
一
七
基
の
う
ち
確
実
に
安
全

性
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
八
基
の
運
転
を
停
止
。
二
カ
月
後
の
五
月
、

二
〇
二
二
年
ま
で
に
す
べ
て
の
原
子
力
発
電
所
の
運
転
を
順
次
停
止

し
、
原
子
力
か
ら
完
全
撤
退
す
る
と
発
表
し
た
。

　
「
ド
イ
ツ
は
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
真

ん
中
に
位
置
し
て
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の

安
定
に
も
責
任
が
あ
る
。
原
子
力
を
一
気
に
全
廃
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
、
段
階
的
な
停
止
を
決
め
た
の
で
す
」

　

同
時
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
拡
大

す
る
方
針
も
決
定
。
九
月
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
脱
原
子
力
と
並
ぶ
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
柱
と
し
て
、
総
発
電
量
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
割
合
を
、
二
〇
二
〇
年
に
三
五
％
、
二
〇
五
〇
年
に
は
八

〇
％
に
す
る
と
い
う
目
標
を
発
表
し
た
。

「
電
力
の
八
割
を
再
エ
ネ
」
は
可
能
か

　

と
は
い
え
３
・
11
以
前
の
ド
イ
ツ
の
電
源
別
発
電
電
力
量
構
成
は
、

石
炭
四
四
％
、
原
子
力
二
三
％
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
一
八
％
、

天
然
ガ
ス
一
四
％
、
石
油
二
％

（
二
〇
〇
九
年
時
点
、小
数
点
以

下
四
捨
五
入
）。こ
の
数
字
を
見

る
だ
け
で
も
、
原
子
力
を
い
き

な
り
半
減
し
た
う
え
、
十
年
後

に
は
ゼ
ロ
に
す
る
影
響
は
決
し

て
小
さ
く
な
い
と
想
像
さ
れ
る
。

ま
し
て
現
状
二
割
に
も
満
た
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
四
十
年

後
に
四
倍
以
上
に
拡
大
す
る
こ
と
な
ど
、
本
当
に
可
能
な
の
だ
ろ
う

か
。

　
「
も
ち
ろ
ん
一
朝
一
夕
に
実
現
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
原
子
力
の
代
替
と
し
て
信
頼
の
お
け
る
供
給

源
に
な
る
こ
と
を
大
前
提
に
、
長
期
的
な
計
画
を
立
て
て
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　

そ
れ
に
は
、ま
ず
「
送
配
電
網
の
整
備
」
が
不
可
欠
だ
と
い
う
。
ド

イ
ツ
で
は
現
在
、
風
力
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
が
、
風
力
に
適
し
た
地

域
は
北
部
に
多
い
の
に
、
工
場
は
南
部
に
集
中
。
こ
の
た
め
政
府
は

昨
年
六
月
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
送
電
網
拡
充
加
速
法
を
制
定
し
、
で
き
る

だ
け
速
や
か
に
南
北
を
結
ぶ
送
電
網
を
整
備
す
る
と
決
定
。
ま
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
自
然
条
件
に
よ
っ
て
出
力
が
変
動
す
る
の
で
、

安
定
利
用
す
る
に
は
「
蓄
電
技
術
」
も
不
可
欠
と
考
え
、
産
官
学
が

連
携
し
て
早
期
実
用
化
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
充
と
表
裏
一
体
で
推
進
す
べ
き

は
、
交
通
・
家
庭
部
門
を
中
心
と
す
る
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
だ
、
と

ゲ
ー
ナ
ー
さ
ん
は
言
う
。
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
良
い
住
居
づ
く

り
を
重
視
し
て
お
り
、
建
築
技
術
の
開
発
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
策
の

充
実
に
注
力
。
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
多
く
の
省
庁
が
横
断
的
に
推
進

し
て
い
る
と
い
う
。

Germany

に
運
転
開
始
し
た
ス
イ
ス
最
古
の
ベ
ツ
ナ
ウ
原
子
力
発
電
所
の
人
々

は
、「
脱
原
子
力
と
い
っ
て
も
ま
だ
最
終
決
定
で
は
な
い
の
で
、
我
々

は
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
運
転
延
長
計
画
を
立
て
て
い
る
」
と
話
し
て

い
た
と
い
う
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
の
場
合
は
全

体
目
標
を
決
め
、
あ
と
は
各
国
の
国
情
に
応
じ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ

ク
ス
を
進
め
て
い
る
。
各
国
の
人
の
声
を
直
接
聞
こ
う
と
取
材
を
続

け
た
─
─
。ド

イ
ツ

原
子
力
は
「
つ
な
ぎ
の
技
術
」
だ

　

世
界
一
の
ソ
ー
ラ
ー
大
国
で
あ
り
、世
界
第
三
位
の
風
力
大
国
、そ

し
て
脱
原
子
力
に
大
き
く
舵
を
切
っ
た
ド
イ
ツ
。
日
本
で
も
し
ば
し

ば
先
進
モ
デ
ル
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
彼
ら
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
体
系
を
形
づ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　

東
京
・
広
尾
の
ド
イ
ツ
大
使
館
。
経
済
部
の
ア
ク
セ
ル
・
ゲ
ー
ナ
ー

参
事
官
を
訪
ね
る
と
、「
今
、
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
脱
原

子
力
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
充
を
二
本
柱
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。
但
し
、
我
々
は
、
フ
ク
シ
マ
事
故
に
よ
っ
て
脱
原
子
力
を
決
め

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
切
り
出
し
た
。

　

ド
イ
ツ
で
は
も
と
も
と
原
子
力
の
安
全
性
へ
の
不
安
が
根
強
く
、

既
に
一
九
七
〇
年
代
に
憲
法
裁
判
所
が
「
一
〇
〇
％
安
全
と
は
言
え

な
い
」
と
い
う
見
解
を
提
示
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
政
府
と
電
力
会
社

G
e

r
m

a
n

y

ドイツの発電電力量構成

石炭 
44%

石油 2%

ガス 
14%

原子力 
23%

水力 
3%

太陽光/風力
9%

その他 6%

592ＴWｈ
（2009年）

ドイツ大使館のアクセル・ゲーナー経済担当参事官

ドイツ南部バイエルン州にあるグラーフェンラインフェルト
原子力発電所。2つの冷却塔がランドマークになっている

出所：IEA, Energy Balances of OECD Countries 2011
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な
と
い
う
人
も
い
る
た
め
、
ド
イ
ツ
政
府
は
洋
上
風
力
に
力
を
入
れ

る
こ
と
に
し
た
そ
う
だ
。

　
「
し
か
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
は
必
ず
こ
う
し
た
負
担
や
犠
牲
が

伴
う
。
そ
の
説
明
責
任
は
政
府
に
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
社
会
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
に
努
め
る
が
、
国
民
も
ま
た
そ
れ
を
理
解

し
、
覚
悟
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
、
ゲ
ー
ナ
ー
さ
ん
は
少
し
厳

し
い
顔
に
な
っ
た
。

　

取
材
の
最
後
に
ゲ
ー
ナ
ー
さ
ん
に
も
う
一
度
「
二
〇
五
〇
年
ま
で

に
再
エ
ネ
八
割
、
実
現
可
能
で
す
か
？
」
と
聞
く
と
、
こ
ん
な
答
え

が
返
っ
て
き
た
。

　
「
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
目
標
で
あ
る
の
は
事
実
。
私
た
ち
も

日
『々
本
当
に
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
』と
問
い
続
け
て
い
ま
す
。
た

だ
こ
れ
は
、
達
成
で
き
れ
ば
ド
イ
ツ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
先
駆
的

役
割
を
担
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
政
治
的
目
標
で
あ
り
、
施
策
を
実
行

し
な
が
ら
常
に
見
直
し
て
い
く
。
実
行
に
あ
た
っ
て
は
Ｅ
Ｕ
と
の
国

際
協
調
は
不
可
欠
で
す
し
、
技
術
革
新
も
必
要
だ
か
ら
日
本
は
じ
め

多
く
の
国
々
と
の
協
力
も
必
要
。
二
〇
一
二
年
は
国
連
持
続
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
年
な
の
で
、
政
府
間
だ
け
で
な
く
事
業
者
間
で
も
国
際
協

力
が
進
む
こ
と
を
願
い
た
い
で
す
ね
」

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

原
子
力
の
「
推
進
」
「
反
対
」
と
い
う

二
択
か
ら
の
脱
却

　

さ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
脱
原
子
力
国
と
い
え
ば
、
一
九
八
〇
年
、
世

界
に
先
駆
け
て
脱
原
子
力
を
宣
言
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
思
い
浮
か

べ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
以
後
三
十
余
年
、
脱
原
子
力
一
辺

倒
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
話
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
脱
原
子
力
の
気
運
が
高
ま
っ
た
の
は
、
一
九
七

九
年
に
起
き
た
米
国
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
発
電
所
事
故
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。
翌
八
〇
年
、
原
子
力
開
発
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
を
実

施
。
い
ず
れ
の
選
択
肢
も
建
設
計
画
中
の
六
基
と
稼
動
中
の
六
基
を

含
め
た
一
二
基
か
ら
は
拡
大
し
な
い
と
い
う
前
提
の
も
と
、
投
票
が

行
わ
れ
た
。
結
果
は
、
安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
寿
命
を
迎
え
る
ま
で

S
w

e
d

e
n

Germany

反
対
意
見
の
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
な
い

　

但
し
、
と
ゲ
ー
ナ
ー
さ
ん
は
続
け
る
。

　
「
ド
イ
ツ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
重
視
し
て
い
る
の
は
、
安
定
供

給
、
競
争
力
確
保
、
安
全
性
、
環
境
配
慮
で
す
。
原
子
力
は
安
全
面

の
リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え
る
国
民
が
多
く
、
脱
原
子
力
を
選
択
し
ま

し
た
が
、
原
子
力
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
必
ず
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
」
と
。

　

例
え
ば
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
コ
ス
ト
が
高
く
、
政
府
が
決
定

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
よ
っ
て
高
い
電
気
料
金
を
国
民
が
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
が
あ
る
と
い
う
が
、
で
は
、
産
業
界
は
そ

の
負
担
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
。

　
「
日
本
と
同
様
、
ド
イ
ツ
は
自
動
車
や
化
学
、
機
械
分
野
で
高
い
競

争
力
を
誇
る
技
術
立
国
で
す
。
急
激
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
よ
っ
て
、

こ
う
し
た
産
業
の
競
争
力
を
削
ぐ
こ
と
は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
政
府
も
認
識
し
て
い
ま
す
」

　

こ
の
た
め
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
電
力

多
消
費
産
業
へ
の
費
用
負
担
の
軽
減
策
を
法
的
に
整
備
。
同
時
に
、

特
に
産
業
界
に
と
っ
て
は
供
給
安
定
性
が
何
よ
り
重
要
に
な
る
た
め
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
信
頼
で
き
る
供
給
源
と
し
て
確
立
す
る
ま

で
は
、
電
源
の
四
割
以
上
を
賄
う
石
炭
の
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
化
を
は

じ
め
、
天
然
ガ
ス
の
拡
充
も
推
進
。
昨
年
十
一
月
に
は
、
バ
ル
ト
海

経
由
で
ロ
シ
ア
─
ド
イ
ツ
を
つ
な
ぐ
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
「
ノ

ル
ド
・
ス
ト
リ
ー
ム
」
が
稼
動
を
開
始
し
た
。

　

産
業
競
争
力
確
保
に
も
手
を
打
っ
て
、
着
実
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
フ
ト
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
も
反
対
の
声
が
あ
る
と
い
う
。
風
力
発
電
を
近
く
に
建
て
る

ドイツ・ノルトラインヴェストファーレン州にある風力発電。
後ろに見えるのは石炭火力発電所

ドイツ・バイエルン州の田園に設置された太陽光パネル

ブロックドルフ●（2021年停止予定）

エムスラント●（2022年停止予定）

グンドレミンゲン
●（2017年停止予定）
●（2021年停止予定）

グローンデ●（2021年停止予定）

グラーフェンラインフェルト
●（2015年停止予定）

● BWR
● PWR

ブルンスビュッテル●（停止）

●クリュンメル（停止）ウンターベーザー●（停止）

ビブリス●●（停止）

フィリップスブルク●（停止）
●（2019年停止予定）

（停止）●
（2022年停止予定）●
ネッカーウェストハイム

●（停止）
●（2022年停止予定）
イザール

ドイツの原子力発電所
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フォルスマルク発電所
●●●
■放射性廃棄物最終処分場

リングハルス発電所
●●●●

オスカーシャム発電所
●●●
■使用済燃料中間貯蔵施設

■スタズビック研究所
　（研究炉 閉鎖）

■燃料加工工場

●●バーセベック発電所（閉鎖）

● BWR
● PWR
■ その他

一
二
基
の
原
子
力
発
電
所
の
利
用
を
容
認
す
る
と
し
た
案
①
が
一

八
・
九
％
、
案
①
と
同
じ
だ
が
国
・
地
方
自
治
体
が
原
子
力
発
電
所
を

所
有
す
る
と
し
た
条
件
付
き
容
認
の
案
②
が
最
大
票
の
三
九
・
一
％
、

原
子
力
発
電
の
拡
張
を
拒
否
し
、
稼
動
中
の
六
基
も
十
年
以
内
に
閉

鎖
す
る
と
し
た
案
③
が
僅
差
の
三
八
・
七
％
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
は
国
内
一
二
基
を
二
〇

一
〇
年
ま
で
に
全
廃
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
一
九
九
九
年
と
二
〇
〇

五
年
に
一
基
ず
つ
商
業
運
転
の
停
止
を
実
行
し
た
。

　

し
か
し
二
〇
一
〇
年
、「
今
後
も
一
〇
基
以
上
に
は
増
や
さ
な
い

が
、
現
存
一
〇
基
が
寿
命
を
迎
え
た
ら
新
た
な
原
子
炉
へ
の
リ
プ
レ

イ
ス
は
可
能
」と
の
国
会
決
議
が
な
さ
れ
た
。
当
時
こ
の
決
定
は
、世

界
で
原
子
力
回
帰
が
進
む
な
か
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
脱
原
子
力
政
策

を
撤
回
し
た
と
見
る
向
き
が
多
か
っ
た
が
、「
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な

い
」
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
の
ア
ン
デ
シ
ュ
・
カ
ー
ル
ソ
ン
科

学
技
術
参
事
官
は
説
明
す
る
。

　
「
確
か
に
リ
プ
レ
イ
ス
の
道
は
開
き
ま
し
た
が
、『
但
し
、
国
か
ら

事
業
者
へ
の
財
政
支
援
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
経
済
的
に

見
合
う
と
判
断
し
た
な
ら
、
事
業
者
は
政
府
に
申
請
し
承
認
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
』
と
い
う
条
件
付
き
。
一
方
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
補
助
金
な
ど
で
積
極
支
援
す
る
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
」

　

昨
年
３
・
11
直
後
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
当
時
の
環
境

大
臣
は
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
原
子
力
は
過
去
の
も
の
、
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ム
で
は
な
く
な
っ
た
」
と
明
言
し
、
国
内
で
も
そ
れ
は
受
け
止

め
ら
れ
た
は
ず
だ
、
と
語
る
。

　

現
時
点
で
事
業
者
か
ら
リ
プ
レ
イ
ス
の
申
請
は
一
件
も
な
い
。

　
「
当
初
予
定
の
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
全
廃
で
き
な
か
っ
た
の
は
、や

は
り
自
動
車
や
鉄
鋼
な
ど
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
産
業
競
争
力
の
維
持
が

重
要
だ
っ
た
か
ら
だ
」
そ
う
だ
が
、
実
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
で
脱
原
子
力
以
上
に

重
視
さ
れ
て
い
る
の
が
、
化
石

燃
料
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
目

標
。
こ
れ
は
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
の
目
標
で
あ
り
、
そ
こ
で
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
二
〇

二
〇
年
ま
で
に
五
〇
％
に
す
る

と
な
っ
て
い
る
。
電
力
の
場
合
、
現
状
の
電
源
別
発
電
電
力
量
構
成

を
見
る
と
、
水
力
四
六
％
、
原
子
力
三
八
％
、
バ
イ
オ
燃
料
八
・
一
％
、

風
力
二
・
四
％
、
化
石
燃
料
（
石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
）
五
・
四
％

と
、
既
に
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な
い
電
源
が
実
に
九
五
％
を
占
め
て
い

る
。
と
り
わ
け
こ
こ
十
年
で
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
は
急
増
。
ま
た
風

力
発
電
は
二
〇
一
一
年
に
前
年
比
七
四
％
増
、
年
間
発
電
量
約
六
四

億
ｋ
Ｗ
ｈ
と
中
規
模
原
子
炉
一
個
分
ま
で
成
長
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
比
率
は
欧
州
で
最
も
高
い
、
と
カ
ー
ル
ソ
ン
さ
ん
は
言
う
。

　
「
し
か
し
今
、
原
子
力
を
全
廃
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
み
で
カ
バ
ー
す
る
の
は
ま
だ
ム
リ
で
、
石
炭
火
力
を
利

用
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
国
か
ら
購
入
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
そ
れ

よ
り
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
原
子
力

を
キ
ー
プ
し
て
お
く
ほ
う
が
い
い
、
と
い
う
政
治
的
な
判
断
な
の
で

す
」エ

ネ
ル
ギ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
歴
史

　

カ
ー
ル
ソ
ン
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
原
子
力

に
中
立
的
な
意
見
が
意
外
と
多
い
。
同
国
の
新
聞
社
が
二
〇
〇
八
年

と
二
〇
一
一
年
三
月
二
十
二
日
に
行
っ
た
世
論
調
査
で
は
、
原
子
力

廃
止
が
一
五
％
→
三
六
％
、現
状
維
持
が
三
三
％
→
三
六
％
、拡
大
が

Sweden

四
七
％
→
二
一
％ 

（
数
字
は
す
べ
て
二
〇
〇
八
年
→
二
〇
一
一
年
）。

フ
ク
シ
マ
事
故
後
、
さ
す
が
に
拡
大
を
求
め
る
意
見
は
半
減
し
、
反

面
、
原
子
力
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
は
倍
増
し
た
が
、
現
状
維
持
を

求
め
る
声
は
微
増
し
た
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
並
ぶ
原
子
力
の
最
終
処
分
事

業
先
進
国
。
二
〇
〇
九
年
に
は
処
分
事
業
を
担
当
す
る
Ｓ
Ｋ
Ｂ
（
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
核
燃
料
・
廃
棄
物
管
理
公
社
）
が
、
二
カ
所
の
建
設
候

補
地
の
う
ち
、
エ
ス
ト
ハ
ン
マ
ル
自
治
体
・
フ
ォ
ル
ス
マ
ル
ク
へ
の

建
設
を
決
定
し
た
。
Ｓ
Ｋ
Ｂ
は
二
〇
一
一
年
に
最
終
申
請
を
国
に
提

出
、
現
在
は
国
か
ら
の
承
認
を
待
っ
て
い
る
段
階
で
、
順
調
に
進
め

ば
二
〇
二
三
年
頃
に
操
業
を
開
始
す
る
見
通
し
だ
。

　

最
終
処
分
費
用
の
手
当
も
始
ま
っ
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は

スウェーデンの発電電力量構成

スウェーデン大使館のアンデシュ・カールソン科学技術参事官

ヨーテボリ近郊のKladesholmen島の風力発電

化石燃料5.4%バイオ燃料8.1%
風力2.4%

原子力 
38%

水力 
46%

145ＴWｈ
（2010年）

スウェーデンの原子力施設

出所：IEA, Energy Balances of OECD Countries 2011
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イ
ル
は
な
い
が
、
ア
イ
デ
ア
は

あ
る
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
と
火

力
発
電
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

な
か
で
も
重
視
し
た
の
が
原

子
力
だ
。
一
九
七
四
年
、
当
時

の
メ
ス
メ
ー
ル
首
相
は
「
原
子
力
こ
そ
が
フ
ラ
ン
ス
の
将
来
を
支
え

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
」
と
謳
っ
た
原
子
力
開
発
計
画
（
メ
ス

メ
ー
ル
計
画
）
を
発
表
。
以
後
新
設
す
る
電
源
は
す
べ
て
原
子
力
と

し
、
火
力
発
電
所
の
新
設
は
一
切
行
わ
な
い
な
ど
、
強
力
な
原
子
力

シ
フ
ト
を
進
め
た
。

　

結
果
、国
内
の
原
子
力
発
電
所
は
五
八
基
、設
備
容
量
は
六
三
一
三

万
kW
（
二
〇
一
〇
年
末
時
点
）
に
上
り
、
総
発
電
量
に
占
め
る
原
子

力
の
比
率
は
実
に
約
七
五
％
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
は
九
％
だ
が
、
原
子
力
を
含
め
る
と
五
〇
％
以
上
に
上
昇
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
半
分
を
「
自
前
」
で
賄
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
「
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
再
処
理
で
分
離
さ
れ
た
ウ
ラ
ン
、
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
を
再
利
用
し
て
い
る
」
と
グ
ゼ
リ
さ
ん
。
確
か
に
フ
ラ

ン
ス
は
早
く
か
ら
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
を
行
っ
て
お
り
、
既
に
Ｍ

Ｏ
Ｘ
燃
料
の
装
荷
は
二
〇
基
以
上
。
ま
た
高
速
炉
開
発
も
継
続
し
て

お
り
、
二
〇
二
〇
年
代
初
頭
に
は
第
四
世
代
炉
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と

な
る
原
型
炉
の
運
転
が
始
ま
る
。

　

こ
う
し
た
再
処
理
路
線
を
継
続
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
グ
ゼ
リ
さ

ん
は「
再
利
用
可
能
な
資
源
の
有
効
活
用
と
放
射
性
廃
棄
物
の
減
容
」

と
明
快
に
語
り
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
も
決
ま

り
つ
つ
あ
り
、
う
ま
く
い
け
ば
二
〇
二
五
年
に
操
業
開
始
予
定
だ
と

い
う
。

France

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
加
、
す
な
わ
ち
化
石
燃
料
に
も
、
原
子
力
に
も

依
存
し
な
い
未
来
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
、自
分
は
ど
の
よ
う
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
た
い
か
と
い
う
議
論
を
繰
り
返
し
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
積
み
重
ね
が
あ
る
か
ら
、
今
回
の
よ
う
な
事
故
が
起
き

て
も
、
議
論
が
振
り
出
し
に
戻
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
だ
と
思
い

ま
す
」フ

ラ
ン
ス

オ
イ
ル
は
な
い
が
、
ア
イ
デ
ア
は
あ
る

　

脱
原
子
力
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
ド
イ
ツ
、
一
〇
基
以
内
な
ら

事
業
者
判
断
で
撤
退
も
リ
プ
レ
イ
ス
も
可
と
い
う
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
。

そ
の
一
方
で
、
３
・
11
後
も
原
子
力
推
進
の
方
針
を
堅
持
し
て
い
る

国
も
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
フ
ラ
ン
ス
が
代
表
格
だ
。

　
「
フ
ク
シ
マ
事
故
は
我
々
に
も
大
き
な
衝
撃
で
し
た
が
、今
後
も
原

子
力
を
主
軸
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、

同
国
大
使
館
原
子
力
部
の
ク
リ
ス
ト
フ
・
グ
ゼ
リ
参
事
官
も
明
言
す

る
。

　

フ
ラ
ン
ス
が
原
子
力
大
国
へ
の
道
を
本
格
的
に
歩
み
始
め
た
の
は
、

石
油
危
機
が
世
界
を
襲
っ
た
一
九
七
〇
年
代
だ
。

　
「
フ
ラ
ン
ス
は
日
本
と
同
様
、国
内
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
ほ
と
ん

ど
な
い
国
。
一
九
七
三
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
深
刻
な
影
響
を
受

け
ま
し
た
が
、こ
れ
を
教
訓
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
転
換
。『
オ

F
r

a
n

c
e

原
子
力
発
電
設
備
を
有
す
る
四
社
を
含
め
約
二
百
の
電
気
事
業
者
が

あ
り
、
消
費
者
は
購
入
先
を
、
ど
の
会
社
か
ら
で
も
、
ど
の
電
源
構

成
か
ら
で
も
自
由
に
選
べ
る
。
そ
し
て
原
子
力
四
事
業
者
の
電
気
料

金
に
は
、
処
分
費
用
が
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
。

　
「
国
と
し
て
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い
る
の
で
、私

た
ち
の
所
属
す
る
政
府
機
関
は
原
子
力
の
電
気
は
買
わ
な
い
と
決
め

て
い
ま
す
が
、
フ
ク
シ
マ
事
故
後
、
他
国
に
比
較
し
て
原
子
力
発
電

所
の
性
急
な
閉
鎖
を
求
め
る
声
が
急
増
し
な
か
っ
た
の
は
『
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
が
大
き
な
理
由
」
と

カ
ー
ル
ソ
ン
さ
ん
は
続
け
て
く
れ
た
。
た
だ
、
国
と
し
て
は
再
生
可

スウェーデン・フォルスマルクの原子力発電所。最終処分場もこのフォルスマルクの地に建設される

英仏海峡に面したフラマンヴィル原子力発電所 ⓒEDF-Alexis MORIN

石炭 
5%

石油 1%

ガス 
4%

原子力 
76%

水力 
11%

太陽光/風力 2%
その他 1%

542ＴWｈ
（2009年）

フランスの発電電力量構成
出所：IEA, Energy Balances of OECD Countries 2011
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高
い
透
明
性
が
信
頼
を
生
む

　

原
子
力
重
視
の
政
策
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
か
ら
も
一
定
の
支
持
を

得
て
い
る
よ
う
だ
。「
も
ち
ろ
ん
３
・ 

11
直
後
に
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
、
自
問
自
答
し
た
時
期
が
あ
っ
た
が
」（
グ
ゼ
リ
さ
ん
）、
各

種
世
論
調
査
を
見
て
も
、
原
子
力
利
用
に
肯
定
的
な
意
見
は
概
ね
過

半
数
を
占
め
て
お
り
、
３
・
11
後
に
行
わ
れ
た
調
査
で
も
、
賛
成
が

反
対
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
周
辺
諸
国
に
比
べ
電
気
料
金
が
割
安
と
い
う

経
済
的
メ
リ
ッ
ト
を
指
摘
す
る
意
見
は
多
い
が
、「
そ
れ
以
上
に
大
き

い
の
は
、
国
民
が
原
子
力
情
報
の
透
明
性
を
通
じ
、
そ
れ
を
行
う
原

子
力
安
全
規
制
当
局
（
Ａ
Ｓ
Ｎ
）
に
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
だ
」

と
グ
ゼ
リ
さ
ん
は
言
う
。

　
「
例
え
ば
今
回
の
フ
ク
シ
マ
事
故
後
も
、政
府
は
直
ち
に
原
子
力
発

電
所
な
ど
国
内
約
百
五
十
の
全
原
子
力
施
設
に
対
し
ス
ト
レ
ス
テ
ス

ト
を
指
示
。
そ
の
結
果
を
事
業
者
は
数
千
ペ
ー
ジ
、
安
全
当
局
は
数

百
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
報
告
書
に
ま
と
め
、
す
べ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
表
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
目
を
通
す
人
は
僅
か
で
し
ょ
う
が
、

『
情
報
が
そ
こ
に
あ
る
と
わ
か
っ
て
い
る
』こ
と
は
大
き
な
安
心
材
料

で
す
」

　

こ
う
し
た
情
報
開
示
や
安
全
規
制
を
担
っ
て
い
る
の
が
Ａ
Ｓ
Ｎ
。

日
本
の
原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
相
当
す
る
機
関
だ
が
、
日
本
と
違

う
の
は
、「
Ａ
Ｓ
Ｎ
が
完
全
に
独
立
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
だ
」

　

以
前
は
産
業
省
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
段

階
的
に
組
織
を
整
え
、
〇
六
年
に
は
国
会
直
属
の
機
関
と
し
て
完
全

に
独
立
。
同
時
に
、原
子
力
の
安
全
に
関
わ
る
情
報
は
、当
局
の
も
の

で
あ
れ
事
業
者
の
も
の
で
あ
れ
、
す
べ
て
開
示
す
る
こ
と
を
義
務
づ

France

け
た
「
原
子
力
安
全
透
明
化
法
」
も
制
定
し
た
。
つ
ま
り
Ａ
Ｓ
Ｎ
は

絶
対
的
な
透
明
性
の
な
か
で
情
報
開
示
を
行
っ
て
き
た
わ
け
で
、
安

全
性
の
評
価
判
断
に
は
非
常
に
強
い
権
限
を
持
っ
て
お
り
、
国
民
は

高
い
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
「
今
回
の
フ
ク
シ
マ
事
故
は
自
然
災
害
か
ら
発
生
し
た
、か
な
り
特

殊
な
複
合
事
故
で
あ
り
、
現
場
関
係
者
の
努
力
に
は
敬
意
を
表
し
ま

す
。
今
後
、
詳
細
な
事
故
調
査
報
告
書
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
ら
、
そ

の
内
容
か
ら
私
た
ち
も
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
原
子
力
の
安
全
性
を

高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

フ
ラ
ン
ス
と
い
え
ど
も

原
子
力
が
す
べ
て
で
は
な
い

　

資
源
小
国
の
悲
哀
を
噛
み
し
め
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
お
よ
そ

タ
ル
で
輸
出
国
に
な
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
す
が
、
電
気
は
ス
ト
ッ

ク
で
き
な
い
の
で
、
余
剰
分
を
輸
出
し
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
」

　

さ
ら
に
グ
ゼ
リ
さ
ん
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ス
ト
ミ
ッ

ク
ス
の
な
か
で
今
後
も
原
子
力
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
と
再
度
強
調
し
た
う
え
で
、「
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
と

い
え
ど
も
、
決
し
て
原
子
力
が
す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
葉

を
つ
な
い
だ
。

　
「
こ
れ
は
個
人
的
な
見
解
で
す
が
、現
在
約
七
五
％
と
い
う
原
子
力

の
比
率
が
、
こ
れ
以
上
高
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

以
上
原
子
力
へ
の
依
存
度
が
高
ま
れ
ば
『
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
』
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
省
エ
ネ
に
も
非
常
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

し
、
数
年
前
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
原
子
力
と
同
額
の
研
究

開
発
費
を
投
資
す
る
方
針
を
掲
げ
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
拡
大
す

る
な
ど
、『
多
様
化
』
を
推
進
し
て
い
ま
す
」

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
今
春
、
五
年
に
一
度
の
大
統
領
選
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
争
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
現
職
の

サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
経
済
優
位
性
な
ど
を
理
由
に
原
子
力
重
視
の
政

策
を
維
持
す
る
方
針
だ
が
、
野
党
候
補
の
オ
ラ
ン
ド
氏
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
と
原
子
力
比
率
五
〇
％
へ
の
低
減
を
公
約
に

掲
げ
て
い
る
。
は
た
し
て
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
選
択
は
？　

選
挙
結
果

に
世
界
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る

感
情
的
に
脱
原
子
力
を
選
択
し
た
国
は

ほ
と
ん
ど
な
い

　

さ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
最
優
先
し
た
政
策
を
推
進
し
て

き
た
フ
ラ
ン
ス
だ
が
、
そ
の
担
い
手
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
高

い
国
際
競
争
力
を
持
つ
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
企
業
」
の

四
十
年
。
原
子
力
を
主
軸
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
推
進
し
て
き

た
フ
ラ
ン
ス
は
、
今
や
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
世
界
第
二
位
の
原
子
力
大

国
に
な
っ
た
。

　

こ
の
間
、
火
力
は
地
球
温
暖
化
問
題
の
観
点
か
ら
も
削
減
が
求
め

ら
れ
、「
既
に
火
力
発
電
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、そ
れ
で
も
今
後
Ｃ
Ｏ
２

削
減
目
標
を
達
成
で
き
な
い
古
い
石
炭
や
石
油
火
力
は
、
リ
プ
レ
イ

ス
し
な
い
限
り
再
稼
動
は
許
さ
れ
な
い
状
況
で
す
」

　

フ
ラ
ン
ス
は
ま
た
、
総
発
電
電
力
量
の
一
〇
％
前
後
を
周
辺
諸
国

に
融
通
す
る
電
力
輸
出
国
で
も
あ
る
。

　
「
た
だ
、
よ
く
誤
解
さ
れ
る
の
で
お
断
り
し
て
お
き
た
い
の
で
す

が
、
フ
ラ
ン
ス
は
『
輸
出
あ
り
き
』
で
原
子
力
を
推
進
し
て
き
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
グ
ゼ
リ
さ
ん
は
説
明
す
る
。

　
「
送
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
、時
々

の
需
給
に
合
わ
せ
て
互
い
に
電
力
を
融
通
し
合
っ
て
い
ま
す
。
フ
ラ

ン
ス
も
足
り
な
い
と
き
は
買
い
、余
っ
た
と
き
は
売
っ
て
い
る
。ト
ー

フランス大使館のクリストフ・グゼリ原子力参事官 上／原子力安全規制当局（ASN）による検査 写真提供：ASN

下／カットノン原子力発電所の中央制御室 ⓒEDF-Jean Luc PETIT

2009年に運転を終了した高速増殖原型炉フェニックス
写真提供：CEA（原子力・代替エネルギー庁）



47［やく］ 特別編集  2012 March48 ［やく］ 特別編集  2012 March

育
成
に
力
を
注
い
で
き
た
。
欧
州
最
大
手
の
電
力
会
社
の
一
つ
Ｅ
Ｄ

Ｆ
（
フ
ラ
ン
ス
電
力
会
社
）、
そ
し
て
世
界
最
大
の
原
子
力
企
業
、
ア

レ
バ
で
あ
る
。

　

ア
レ
バ
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
主
導
の
原
子
力
産
業
再
編
に
よ
っ
て
、

原
子
炉
製
造
の
フ
ラ
マ
ト
ム
、
原
子
燃
料
製
造
の
コ
ジ
ェ
マ
を
統
合
、

ド
イ
ツ
・
シ
ー
メ
ン
ス
の
原
子
力
部
門
も
買
収
し
て
二
〇
〇
一
年
に

誕
生
。
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
が
起
き
て
も
飛
行
機
が
墜
落
し
て
も
大
丈
夫

と
い
う
安
全
性
の
高
さ
か
ら
今
、
注
目
の
Ｅ
Ｐ
Ｒ
（
欧
州
加
圧
水
型

炉
）
な
ど
原
子
炉
の
設
計
・
建
設
を
は
じ
め
、
ウ
ラ
ン
採
掘
か
ら
転

換
・
濃
縮
、
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
、
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
、
廃

炉
ま
で
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
を
一
手
に
担
い
、
世
界
四
十
カ
国

以
上
に
生
産
拠
点
を
置
き
、
百
カ
国
以
上
で
事
業
を
展
開
す
る
、
ま

France

さ
に
総
合
原
子
力
企
業
だ
。

　

そ
ん
な
ア
レ
バ
は
、
３
・
11
後
の
世
界
の
動
き
を
ど
う
見
て
い
る

の
か
。
ア
レ
バ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
レ
ミ
ー
・
オ
ト
ベ
ー
ル
社
長
に
話
を

聞
く
と
、「
原
子
力
ル
ネ
サ
ン
ス
の
風
潮
に
少
し
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ

た
の
は
事
実
で
す
が
、
感
情
的
に
脱
原
子
力
を
選
択
し
た
国
は
、
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
。

　
「
確
か
に
ド
イ
ツ
は
脱
原
子
力
を
決
め
ま
し
た
が
、こ
れ
は
極
め
て

政
治
的
な
判
断
で
あ
る
と
私
た
ち
は
見
て
い
ま
す
。
一
方
、
フ
ラ
ン

ス
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
も
既
に
継
続
す
る
考
え
を
示

し
て
い
ま
す
し
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
な
ど
、
ア
ジ
ア
や
中
東
の

新
興
国
も
軒
並
み
維
持
・
拡
大
の
方
針
で
す
」

　

な
ぜ
フ
ク
シ
マ
事
故
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
後
も
、
多
く
の
国

が
原
子
力
を
選
択
し
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
？　

そ
れ
は
原
子

力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
の
根
本
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
揺
ら
い

で
い
な
い
か
ら
だ
、
と
オ
ト
ベ
ー
ル
さ
ん
は
言
う
。

　
「
つ
ま
り
高
効
率
で
高
い
信
頼
性
、
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な
い
ク
リ
ー

ン
性
、
そ
し
て
供
給
安
定
性
、
経
済
性
─
─
こ
う
し
た
特
徴
か
ら
、

『
や
は
り
原
子
力
は
捨
て
が
た
い
』と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
」

原
子
力
と
再
エ
ネ
は
共
存
で
き
る

　

フ
ラ
ン
ス
が
堅
持
す
る
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
も
、
そ
の
担
い

手
は
、
ア
レ
バ
の
ラ
・
ア
ー
グ
再
処
理
工
場
で
あ
り
、
メ
ロ
ッ
ク
ス

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
工
場
な
ど
だ
。
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
に
つ
い

て
、
オ
ト
ベ
ー
ル
さ
ん
は
「
資
源
小
国
の
フ
ラ
ン
ス
や
日
本
に
と
っ

て
必
然
的
な
選
択
」
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　
「
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
に
比
べ
、ウ
ラ
ン
は
安
定
供
給
が
期
待
で

き
る
資
源
で
す
が
、
そ
れ
で
も
有
限
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
使
用
済
燃
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
、
ウ
ラ
ン
資

源
は
約
二
五
％
も
節
約
で
き
る
し
、
最
後
に
残
る
放
射
性
物
質
も
少

な
く
な
る
。
ム
ダ
遣
い
は
決
し
て
良
い
選
択
で
は
な
い
。
日
本
で
よ

く
言
う
『
も
っ
た
い
な
い
か
ら
、
捨
て
ず
に
使
お
う
』
と
い
う
の
は
、

経
済
面
だ
け
で
な
く
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
面
で
も
責
任
あ
る
選
択
だ
と

思
い
ま
す
」

　

ま
た
、
原
子
力
を
止
め
る
に
せ
よ
、
続
け
る
に
せ
よ
、
避
け
て
通

れ
な
い
の
が
「
廃
炉
」
だ
。
ア
レ
バ
は
こ
の
分
野
で
も
実
績
を
積
ん

で
い
る
と
い
う
。

　
「
世
界
規
模
で
原
子
力
の
歴
史
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
な
い
の
で
、廃
炉

の
経
験
を
持
つ
企
業
は
数
少
な
い
。
し
か
し
我
々
は
、
ス
リ
ー
マ
イ

ル
島
事
故
や
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
廃
炉
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
幾

つ
か
の
経
験
が
あ
る
。
現
在
も
フ
ラ
ン
ス
南
部
の
マ
ル
ク
ー
ル
や
ド

イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
で
、
除
染
や
廃
棄
物
処
理
、
廃
炉
事
業
に
関
わ
っ

て
い
る
」

　

こ
の
よ
う
に
世
界
最
大
の
原
子
力
企
業
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
レ
バ

だ
が
、
五
年
以
上
前
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
に
も
進
出

し
て
い
る
。
オ
ト
ベ
ー
ル
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
新
参
者
な
の
で
（
笑
）、

ま
ず
洋
上
風
力
、
太
陽
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
三
つ
に
特
化
し
て
事
業

を
推
進
。
洋
上
風
力
発
電
の
市
場
で
は
既
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
三
位
の

シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
い
る
」
と
い
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
原
子

力
企
業
の
ア
レ
バ
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
か
？

　
「
顧
客
に
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提
供
し

た
い
か
ら
。
そ
し
て
原
子
力
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
バ
ラ
ン
ス

が
良
く
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
例
え
ば
建
設
に
時
間
が
か
か
る

反
面
、
稼
動
後
は
安
定
運
転
が
期
待
で
き
る
原
子
力
と
、
稼
動
は
不

安
定
な
が
ら
資
源
枯
渇
の
心
配
が
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

組
み
合
わ
せ
れ
ば
互
い
の
欠
点
を
補
い
合
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。

原
子
力
か
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
と
い
う
二
者
択
一
で
な
く
、
上

手
に
共
存
さ
せ
れ
ば
、
非
常
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
を
実
現
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

　

最
後
に
オ
ト
ベ
ー
ル
さ
ん
は
今
の
日
本
で
の
議
論
に
触
れ
、「
非
常

に
大
き
な
事
故
だ
っ
た
の
で
い
ろ
い
ろ
議
論
が
起
き
る
の
は
当
然
だ

が
、
幅
広
い
目
配
り
で
冷
静
に
結
論
を
出
す
の
が
望
ま
し
い
。
私
の

希
望
と
し
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
選
択
に
あ
た
り
冷
静
に
経
済
性
・
効

率
性
を
考
慮
に
入
れ
て
ほ
し
い
、
立
地
的
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
面
も

あ
る
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
、
そ
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
な
か
で
原
子
力
を
存
続
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
結
ん
だ
。

上／ラ・アーグ再処理工場 ⓒAREVA, TAILLAT JEAN–MARIE

下／マルクールにあるメロックスMOX燃料加工工場 ⓒAREVA, DUPONT CYRILLE

アレバ・ジャパンのレミー・オトベール社長
（アレバ アジア統括 上席執行副社長）

● PWR
■ 原子燃料再処理工場
◆ MOX燃料工場

ラ・アーグ■

グラブリーヌ●●●●●●

パンリー●●
ショー●●

カットノン●●●●

ノジャン・シュール・セーヌ●●

サン=ローラン●●

●●●●シノン

●●シボー

ゴルフェッシュ●●

ルブレイエ●●●●
サン=タルバン●●

●●●●クリュアス
●●●●トリカスタン
◆メロックス

ビュジェ●●●●

●●●●ダンピエール ●●フェッセナイム

●●ベルビル

●●●●パリュエルフラマンヴィル●●

フランスの原子力発電所



50 ［やく］ 特別編集  2012 March 49

U
S

A

USA

ア
メ
リ
カ

ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

一
つ
と
し
て
の
原
子
力

　

自
前
の
資
源
を
持
た
な
い
こ
と
へ
の
危
機
感
か
ら
、
原
子
力
を
推

進
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
。
で
は
、
そ
の
フ
ラ
ン
ス
を
も
凌
ぐ
世
界
一

の
原
子
力
大
国
で
あ
る
と
と
も
に
資
源
大
国
で
も
あ
る
ア
メ
リ
カ
は
、

３
・
11
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
ど
う
描
い
て
い
る
の
か
。米
国
総
領

事
館
に
問
う
と
、
政
治
経
済
担
当
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ビ
シ
ョ
ッ

プ
領
事
が
応
じ
て
く
れ
た
。

　
「
ア
メ
リ
カ
は
フ
ク
シ
マ
事
故
後
、『
原
子
力
は
将
来
も
ア
メ
リ
カ

の
多
様
な
エ
ナ
ジ
ー
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
一
つ
だ
』
と
原
子
力
堅
持

の
姿
勢
を
示
す
と
と
も
に
、
安
全
性
こ
そ
最
重
要
課
題
だ
と
運
転
中

の
一
〇
四
基
の
原
子
力
発
電
所
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
」

　

ア
メ
リ
カ
が
原
子
力
を
重
視
す
る
理
由
、
そ
れ
は
同
国
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
で
掲
げ
て
い
る
野
心
的
な
二
つ
の
目
標
に
あ
る
。
一
つ
は

二
〇
五
〇
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２

を
八
三
％
削
減
す
る
、も
う
一
つ
が
二
〇

三
五
年
ま
で
に
電
力
供
給
に
占
め
る
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
比
率
を
八

〇
％
に
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
。

現
在
の
電
源
構
成
は
二
〇
〜
三

〇
％
程
度
が
ク
リ
ー
ン
エ
ナ

ジ
ー
で
あ
り
、
う
ち
七
〇
％
が

原
子
力
。
目
標
達
成
の
た
め
原

子
力
を
手
放
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

フ
ク
シ
マ
事
故
か
ら
遡
る
こ
と
二
カ
月
前
、
オ
バ
マ
大
統
領
は
年

頭
の
一
般
教
書
演
説
で
こ
の
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
八
〇
％
目
標
を
打

ち
出
し
、
事
故
を
挟
ん
で
三
月
三
十
日
、「
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将

来
の
た
め
の
青
写
真
」と
題
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
発
表
し
た
。中

東
石
油
依
存
か
ら
の
脱
却
を
最
大
の
目
標
と
す
る
こ
の
政
策
は
、
①

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
安
定
確
保
、
②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
よ
る

石
油
利
用
の
削
減
、
③
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
の
推
進
、
と
い
う
三
本

柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
①
で
は
、
沖
合
油
田
や
非
在
来
型
天
然
ガ
ス
「
シ
ェ
ー

ル
ガ
ス
」
と
い
っ
た
国
内
資
源
を
積
極
的
に
開
発
す
る
。
ま
た
②
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ク
ル
マ
か
ら
公
共
交
通
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
、

住
宅
や
商
業
ビ
ル
の
省
エ
ネ
化
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
、
と
ビ
シ
ョ
ッ
プ

さ
ん
は
説
明
す
る
。

　
「
ア
メ
リ
カ
は
も
っ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
良
い
社
会
に
変
わ
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
、
私
た
ち
は
日
本
を
大
い
に
見

習
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　

③
で
は
、
フ
ク
シ
マ
事
故
後
も
安
全
性
に
留
意
し
つ
つ
ク
リ
ー
ン

エ
ナ
ジ
ー
・
原
子
力
を
堅
持
す
る
方
針
を
改
め
て
示
し
た
。

三
十
四
年
ぶ
り
の
新
規
着
工
の
一
方
で

　

ア
メ
リ
カ
で
は
今
、
一
〇
四
基
の
原
子
力
発
電
所
が
運
転
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
一
九
八
〇
年
以
前
に
建
設
も
し
く
は
計

画
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
の
原
子
力
開
発
は
一
九
七
九
年
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
発

電
所
事
故
で
停
滞
、
長
く
新
規
建
設
を
凍
結
し
て
き
た
。
流
れ
が
変

わ
っ
た
の
は
二
〇
〇
一
年
。
温
暖
化
問
題
の
深
刻
化
や
中
東
情
勢
の

緊
迫
、原
油
価
格
高
騰
な
ど
を
背
景
に
、原
子
力
を
再
評
価
す
る
「
原

子
力
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
動
き
が
広
が
る
な
か
、
ア
メ
リ
カ
も
再
び
原

子
力
推
進
に
政
策
を
転
換
。
当
時
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
約
二
十
年
間

途
絶
え
て
い
た
新
規
建
設
を
促
す
と
発
表
し
た
。
同
時
に
、
従
来
は

四
十
年
と
定
め
て
い
た
原
子
力
発
電
所
の
運
転
期
間
を
、
最
長
六
十

年
ま
で
延
長
可
能
と
す
る
方
針
も
示
し
た
。

　

〇
九
年
、
政
権
に
就
い
た
オ
バ
マ
大
統
領
も
基
本
的
に
こ
の
路
線

を
踏
襲
。
今
年
二
月
、
実
に
三
十
四
年
ぶ
り
に
ア
メ
リ
カ
で
新
し
い

原
子
力
発
電
所
建
設
が
着
工
さ
れ
た
。

　

た
だ
、
日
本
と
異
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の
原
子
力
は
ワ
ン
ス
ス
ル
ー
。

使
用
済
燃
料
を
再
処
理
し
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
回
す
方
針
は

と
っ
て
い
な
い
。

　
「
現
状
、
再
処
理
プ
ロ
セ
ス
で
核
拡
散
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
、
経
済

性
な
ど
で
ま
だ
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
て
こ
な
い
こ
と
な
ど
が
理
由
で
す

が
、
も
ち
ろ
ん
今
後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
」

石炭 
45%

石油 1%

ガス 
23%

原子力 
20%

水力 
7%

太陽光/風力 2% その他 2%

4,188ＴWｈ
（2009年）

地熱 1%

アメリカ ペンシルベニア州のスリーマイル島原子力発電所。
79年に事故を起こした2号機は廃炉になったが、1号機はいまも稼働中だ

カリフォルニアのアルタモント・パス・ウィンドファーム

アメリカの発電電力量構成
出所：IEA, Energy Balances of OECD Countries 2011
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エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
に

「
銀
の
弾
丸
」
な
ど
な
い

　

資
源
大
国
ア
メ
リ
カ
は
、
近
年
さ
ら
に
自
国
資
源
を
拡
大
さ
せ
た
。

先
の
青
写
真
の
③
で
も
掲
げ
ら
れ
、
今
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

市
場
を
賑
わ
す
「
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
」
だ
。

　

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
と
は
、
シ
ェ
ー
ル
（
頁
岩
）
と
呼
ば
れ
る
泥
岩
中

に
含
ま
れ
る
非
在
来
型
天
然
ガ
ス
の
一
種
。
北
米
、
南
米
、
中
国
、

南
ア
フ
リ
カ
な
ど
、
世
界
各
地
に
豊
富
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
地

下
深
く
固
い
岩
盤
内
に
あ
る
た
め
採
掘
が
難
し
く
、
ほ
と
ん
ど
放
置

さ
れ
た
状
態
だ
っ
た
。
し
か
し
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス
の
採
掘
技
術
が
急
速
に
進
展
、
採
掘
量
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
。

〇
九
年
、
ロ
シ
ア
を
抜
い
て
世
界
最
大
の
天
然
ガ
ス
生
産
国
に
な
っ

た
ア
メ
リ
カ
は
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発
の
国
際
的
な
協
力
体
制
づ
く

り
に
も
着
手
。
一
〇
年
八
月
、
米
国
務
省
が
主
催
し
た
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
会
議
に
は
中
国
、
イ
ン
ド
も
参
加
し
て
開
発
推

進
の
姿
勢
を
見
せ
て
お
り
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
は
今
後
、
世
界
に

拡
が
る
可
能
性
も
高
い
。

　

ビ
シ
ョ
ッ
プ
さ
ん
も
期
待
を
か
け
る
一
人
だ
。

　
「
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
登
場
に
よ
っ
て
、ア
メ
リ
カ
の
天
然
ガ
ス
需
給

は
劇
的
に
変
化
し
ま
し
た
。
ま
だ
環
境
や
人
体
へ
の
影
響
な
ど
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
あ
り
、
環
境
保
護
庁
が
調
査
中
で
す

が
、
エ
ナ
ジ
ー
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
一
端
を
担
う
将
来
楽
し
み
な
資

源
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
」

　

実
は
オ
バ
マ
政
権
が
定
義
す
る
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
に
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
の
ほ
か
、
天
然
ガ
ス
や
ク
リ
ー
ン
コ
ー

ル
（
石
炭
）
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で

USA

い
う
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
と
は
多
少
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
が
、
二

〇
三
五
年
ま
で
に
八
〇
％
と
い
う
の
は
野
心
的
な
目
標
で
あ
る
こ
と

は
事
実
。
ビ
シ
ョ
ッ
プ
さ
ん
も
「
極
め
て
厳
し
い
が
、
非
常
に
や
り

甲
斐
も
あ
る
」
と
意
欲
的
だ
。

　
「
フ
ク
シ
マ
か
ら
我
々
は
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
安
全
性
を
担

保
し
つ
つ
原
子
力
を
進
め
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

も
力
を
入
れ
る
。
化
石
燃
料
に
は
今
後
も
ま
だ
依
存
せ
ざ
る
を
得
ず
、

で
き
る
だ
け
ク
リ
ー
ン
に
す
る
た
め
の
技
術
開
発
は
不
可
欠
だ
。
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
リ
ス
ク
が
あ
る
。
資
源
に
恵
ま
れ
た
ア
メ
リ
カ

と
い
え
ど
も
、
イ
ー
ジ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ

ば『N
o Silver Bullet

─
─
銀
の
弾
丸
な
ど
な
い
』（
ア
メ
リ
カ
の
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
技
術
者
フ
レ
デ
リ
ッ
ク･

ブ
ル
ッ
ク
ス
の
論
文
タ
イ
ト

ル
）
と
い
う
こ
と
。
日
米
同
盟
で
結
ば
れ
た
日
本
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
で
も
協
働
し
な
が
ら
、『
ト
モ
ダ
チ
作
戦
』
で
難
題
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

蛇
足
な
が
ら
、西
洋
に
は「
銀
の
弾
丸
な
ら
狼
男
や
吸
血
鬼
も
一
撃

で
倒
せ
る
」
い
う
伝
説
が
あ
り
、
今
で
は
比
喩
的
に
、
特
効
薬
、
万

能
薬
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

国
益
に
絡
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
選
択

　

今
回
の
取
材
で
も
た
び
た
び
耳
に
し
た
よ
う
に
、
フ
ク
シ
マ
事
故

が
世
界
に
与
え
た
衝
撃
は
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の

国
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
再
点
検
や
、
原
子
力
の
安
全
性
強
化
に
向

け
た
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
世
界
は
脱
原
子
力
へ
と
一
斉
に
動
き
出
し
て
い

る
」
か
の
よ
う
な
論
調
は
、
や
は
り
正
確
で
は
な
い
よ
う
だ
。
原
子

力
に
比
較
的
懐
疑
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
さ
え
原
子
力
を
選
択
し
続
け

る
国
は
多
く
、
ア
ジ
ア
で
は
開
発
姿
勢
は
さ
ら
に
積
極
的
だ
。
例
え

ば
中
国
は
、
二
〇
一
一
年
に
発
表
し
た
第
十
二
次
五
カ
年
計
画
の
基

本
目
標
と
し
て
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
を

一
五
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
（
〇
九
年
時
点
で
七
・
八
％
）、
原
子

力
比
率
を
総
発
電
量
の
四
〜
五
％
に
高
め
る
こ
と
（
一
〇
年
時
点
で

一
・
七
七
％
）
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。
計
画
ど
お
り
進
め
ば
、
一
五

年
の
原
子
力
発
電
設
備
容
量
は
四
〇
〇
〇
万
ｋ
Ｗ
に
達
し
、
ア
メ
リ

カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
（
今
後
の
政
策
次
第
だ
が
）
に
次
ぐ
、
世
界

第
四
位
の
原
子
力
大
国
と
な
る
見
通
し
だ
。

　

ま
た
イ
ン
ド
で
も
、〇
八
年
の
米
印
原
子
力
協
定
締
結
を
機
に
、原

子
力
開
発
の
積
極
拡
大
を
め
ざ
し
て
い
る
。
〇
四
年
に
発
表
さ
れ
た

電
力
成
長
戦
略
で
は
二
〇
二
二
年
ま
で
に
二
九
〇
〇
万
ｋ
Ｗ
、
三
二

年
ま
で
に
六
三
〇
〇
万
ｋ
Ｗ
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
は

じ
め
各
国
と
原
子
力
協
定
を
結
ん
だ
こ
と
で
開
発
が
加
速
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。

　

但
し
、
中
国
や
イ
ン
ド
の
み

な
ら
ず
、
各
国
が
共
通
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
挙
げ
て
い
る
の
は
、
自
国

の
競
争
力
強
化
や
国
益
を
視
野

に
入
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全

保
障
で
あ
り
、
地
球
益
を
守
る

石炭 
79%

ガス 1%
原子力 2%

水力 
17%

太陽光/風力 1%

3,735ＴWｈ
（2009年）

上／2011年、オバマ大統領の一般教書演説
下／シェールガス・イニシアチブ会議

米国総領事館のクリストファー・ビショップ政治経済担当領事

アメリカの原子力発電所

第4管理区
第3管理区

第1管理区

第2管理区
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● 運転免許のある発電用原子炉（104基）

USNRCの図をもとに作成
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中国の発電電力量構成
出所：IEA, Energy Balances of OECD Countries 2011
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た
め
の
化
石
燃
料
依
存
の
低
減
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

●

　

３
・
11
直
後
に
一
気
に
八
基
の
原
子
力
発
電
所
を
止
め
た
ド
イ
ツ
。

ゲ
ー
ナ
ー
参
事
官
は
、「
あ
の
と
き
は
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る
各
国
か
ら
三
〇
％
く
ら

い
の
電
力
を
融
通
し
て
も
ら
い
、
何
と
か
逼

迫
を
免
れ
た
」と
胸
を
な
で
お
ろ
し
、国
際
協

調
の
重
要
性
を
強
調
。
脱
原
子
力
国
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
カ
ー
ル
ソ
ン
参

事
官
は
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
積
極
利
用
を
推
進
し
て
い
る
。
原

子
力
の
未
来
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
議
論
中
だ
」
と
述
べ
た
。
資
源
小

国
と
い
う
弱
点
を
バ
ネ
に
一
点
突
破
を
成
し
遂
げ
た
フ
ラ
ン
ス
。
グ

ゼ
リ
参
事
官
は
流
暢
な
日
本
語
で
「
私
の
国
に
は
オ
イ
ル
も
、
ガ
ス

も
、石
炭
も
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
と
同
じ
で
す
」
と
語
り
、オ
ト
ベ
ー

ル
社
長
は
「
日
本
と
は
か
れ
こ
れ
四
十
年
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
技

術
を
含
め
た
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
仕
事
を
一
緒
に
や
っ
て
き
た
」
と
述

べ
な
が
ら
、
現
在
進
行
中
の
新
型
原
子
炉
開
発
に
関
す
る
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
資
源
大
国
ア
メ
リ
カ
の
ビ
シ
ョ
ッ

プ
領
事
は
「
石
油
依
存
を
下
げ
る
こ
と
、
原
子
力
の
安
全
を
強
化
す

る
こ
と
。
ア
メ
リ
カ
も
日
本
も
直
面
し
て
い
る
課
題
は
一
緒
で
す
」

と
言
い
、
同
盟
国
と
し
て
寄
り
添
っ
て
行
こ
う
と
呼
び
か
け
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
携
わ
る
各
国
の
人
々
の
声
を
聴
き
、
で
は
日
本
は

ど
う
す
る
か
─
─
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
り
戦
略
を
再
考
す
る
際
に
は
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
あ
り
方
を
し
っ
か
り
思
い
描
き
、
偏
り
の
な
い

ス
タ
ン
ス
で
深
い
議
論
を
重
ね
る
こ
と
が
大
事
だ
と
改
め
て
気
づ
い

た
。

取
材
・
編
集
／
田
窪
由
美
子
　
高
木
美
栄
子

諸外国のエネルギー政策
電源別発電電力量構成比％

自給率
（原子力含） 

エネルギー政策

原子
力 ガス 石油 石炭 水力

等

原子力

再エネ基数
（建設 / 計

画）

出力万
kW →フクシマ後

アメリカ 19.9 22.8 1.2 45.4 10.6 68%
（78%）

104
（1/8） 10,524 継続

2035 年に総発電量の 80%クリーン
エナジー . 風力 / バイオマス拡大 .

支援税制 , RPS, FIT

フランス 76.2 3.9 1.2 5.3 13.4 9%
（51%）

58
（1/0） 6,588 継続 再エネの 8 割水力 , 風力 /

バイオマス拡大→ 2020 年 27%. FIT

イギリス 18.6 44.5 1.2 28.5 7.3 72%
（81%）

19
（0/0） 1,195 継続 バイオマス中心 , 洋上風力拡大

→ 2020 年 30%. RPS

ドイツ 23.0 13.5 1.6 43.9 18.1 29%
（40%）

17
（0/0） 2,152 古い 8 基を即時閉鎖 ､ 残り9 基

も2022 年末までに全廃
風力 / 太陽光 / バイオマス拡大

→ 2020 年 35%, 50 年 80％ . FIT

イタリア 0.0 51.1 9.0 15.1 24.8 15% ── ──
再導入を検討していたが、国民
投票により導入計画の中止を決

定

水力 / 地熱中心 , 風力拡大
→ 2020 年 26％ . FIT

スウェーデン 38.0 5.4 56.5 37%
（67%）

10
（0/0） 939 10基以上は増やさないがリプレイス可能

（2010 年決定）という策を継続
水力中心 , バイオ燃料 / 風力拡大

→ 2020 年 50％ . RPS

フィンランド 28.4 14.2 0.6 18.2 37.0 30%
（47%）

4
（1/0） 282 継続 水力 / バイオマス拡大→ 2020 年

最終エネルギー消費の 38％ . FIT

スイス 38.1 5.4 56.5 22%
（48％）

5
（0/0） 341 2034 年までに段階的閉鎖 水力中心 , バイオマス等拡大

→ 2035 年 28%. FIT

ロシア 16.5 47.4 1.6 16.6 17.9 176%
（183%）

28
（11/13） 2,419 継続 水力 98％ , バイオマス/ 地熱等

インド 2.1 12.4 2.9 68.6 14.0 74%
（74%）

19
（8/4） 456 継続 水力中心 , 風力 / 太陽光拡大 . FIT

中国 1.9 1.4 0.4 78.8 17.5 92%
（92%）

13
（30/23） 1,085 継続 再エネの 9 割以上が水力 ,

風力導入世界 1, 太陽光にも注力 . FIT

韓国 34.0 18.3 3.5 43.2 1.0 3%
（19%）

20
（6/2） 1,772 継続 太陽光住宅 10 万戸普及計画 . FIT

日本 26.9 27.4 8.8 26.8 10.1 4%
（20%）

54
（4/11） 4,885 2012 年夏、新しい

エネルギー基本計画策定
2012.7.1. 再生可能エネルギー
固定価格買取制度（FIT）施行

題字　森　詳介（関西電力株式会社 取締役会長）
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石炭 
27%

石油 
9%

ガス 
27%

原子力 
27%

水力 
7%

1,048ＴWｈ
（2009年）

太陽光/風力 2% その他 2%
地熱 1%

日本の発電電力量構成
出所：IEA, Energy Balances of OECD Countries 2011

＊発電電力量構成、自給率は IEA 2009 年データより。水力等には再エネ含む。スウェーデン /フィンランド / スイス2010 年、韓国 2008 年
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